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研究成果の概要（和文）：当研究における1年目は，日本の独禁法審判決に関する入札談合の

事例として福岡市造園事件を取り上げ、「入札談合と基本合意―福岡市造園事件―」というタイ

トルにて事例分析の論文を発表し、様々な事例を集めて共同執筆によって書籍「独占禁止法の経

済学」を出版した。また、入札データを構築することに注力して、そのデータセットを用いて2

年目に入札談合の実証分析を行った。特に、実際に談合を行っていたとして競争当局によって立

入調査を受けた公共建設工事のデータを用いて、立入調査前後で価格を決定する要因にどのよう

な相違があるかを明らかにしてきた。具体的な成果は、上記研究の初期段階のものを日本経済政

策学会年次大会で報告して、現在最終成果のとりまとめを行っている。さらに、本研究のテーマ

の基礎となっているトピック、市場における企業間競争が市場成果にどのような影響を与えてい

るかについての関連研究として、市場からの退出やイノベーションなど様々な側面に注目して、

国内外の学会やセミナー、国際的学術雑誌において多くの研究成果を発信するように努めた。 

研究成果の概要（英文）： 

In the first year, I conducted a case study of bid-rigging prosecuted by the Japan Fair 

Trade Commission under the Antimonopoly Act. More concretely, I examined bid-rigging in 

public procurement auctions in Fukuoka, jointly with my colleagues. Then, my colleagues 

and I published a book on the economics of the Antimonopoly Act in Japan. Also, in the first 

year, I made efforts to construct a data set regarding bidding in procurement auctions. 

Using the data set, in the second year, I conducted an empirical analysis regarding bidding 

behaviors in procurement auctions. In particular, I examined changes in bid prices before 

and after the investigation by the competition agency. The results show that prices fall 

significantly after the investigation. Regarding this research, I presented the paper at the 

Japan Economic Policy Association Annual Meeting in May 2010. As related research, I 

have addressed several research projects on inter-firm competition, including innovation 

and survival/exit, which are closely related to this project. Then, I published a number of 

papers and presented them at some domestic and international conferences. 
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１．研究開始当初の背景 

 

入札は、元来、契約のための価格について、

競争を通じて決めるシステムであるため、入

札談合によって、本来行われるはずの競争が

制限されることによって、競争が公正に行わ

れた時よりも高い水準で価格が決定される。

これは、政府による公的な調達の場合、納税

者に対してより高い負担を強いることに繋

がると考えられ、談合による落札価格の上昇

が社会へもたらす影響は測りしれない。その

ため、政府がどのようにして競争的な入札を

行って効率的に調達を行うかは，政策的に極

めて重要な課題であり、研究を行う価値が高

いと判断して当研究を開始した。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、どのような要因が入札者

間の競争を促進するのかを明らかにするた

め、実際の入札データを用いて、入札および

落札価格の決定要因を実証的に分析するこ

とである。特に、実際に談合を行っていたと

して競争当局によって立入調査を受けたあ

る地方公共団体の公共建設工事の入札デー

タを用いて、立入調査前後で価格を決定する

要因にどのような相違があるかについて明

らかすることが目的である。最終的には、調

査前と調査後において入札参加者数などの

各入札案件の特性や入札者特性の効果に大

きな違いがあることが明らかにするなど、談

合を見破るための重要な手がかりを示すこ

とが目標であった。 

 

３．研究の方法 

 

入札データを用いた実証分析を行うこと

が主要な目的である。この分析において必要

とされる、公共工事に関する入札データは、

多くの自治体のウェブ上で一般に公開して

いるため、本研究においてまずそのデータを

収集してデータセットを完成させる必要が

ある。さらに、入札者特性や入札案件の特性

に関する変数を構築して、これらのデータを

用いて、入札および落札価格の決定要因に関

する仮説を検証するためのモデルの設定を

行い、その実証モデルの推定を行う。 

 

 

４．研究成果 

本研究の目的は、どのような要因が入札者

間の競争を促進するのかを明らかにするため

、実際の入札データを用いて、入札および落

札価格の決定要因を実証的に分析することで

ある。初年度は、データセットを構築するこ

とに力を注ぎ、2年目はそのデータセットを用

いて実証分析を行った。特に、実際に談合を

行っていたとして競争当局によって立入調査

を受けたある地方公共団体の公共建設工事の

入札データを用いて、立入調査前後で価格を

決定する要因にどのような相違があるかにつ

いて明らかにしてきた。その結果、調査前と

調査後において入札参加者数などの各入札案

件の特性や入札者特性の効果に大きな違いが

あることが明らかになるなど、談合を見破る

ための重要な手がかりを示すことができた。

具体的な成果は、上記研究の初期段階のもの

を日本経済政策学会年次大会で報告して、現

在最終成果のとりまとめを行っている。 

また、初年度に、入札談合に関連する独占

禁止法の審判決に関連する研究を行ってき

た。日本の独占禁止法審判決に関する入札談

合の事例として福岡市造園事件を取り上げ、

経済学的視点からの分析に加えて、制度・法

律的な視点から入札談合について分析をお

こなってきた。これらの成果は、「入札談合

と基本合意―福岡市造園事件―」というタイ

トルにて事例分析の論文を発表し、様々な事

例を集めて共同執筆によって書籍「独占禁止

法の経済学」を出版した。 

 

さらに、本研究のテーマの基礎となってい

るトピック、市場における企業間の相互作用

が市場成果にどのような影響を与えている

かについての関連研究として、市場からの退

出やイノベーションなど様々な側面にフォ

ーカスして、国内外の学会やセミナー、国際

的学術雑誌やディスカッションペーパーと



して多くの研究成果を発信してきた。 
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